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葺き替え工事の様子
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問い合わせ

市立美術館

☎２４－１１９５

◆市有地の売却／東青梅駅北口自転車等駐車場の管理運営を行う指定管理者募集…２面　◆平成２９年度税制改正…３面　◆フードドライ
ブを実施します…５面　◆青梅市芸術文化奨励賞候補者募集…７面

谷内六郎作品展
　１９５３年に創刊された「週刊新潮」は、戦後の日本で創刊され現在まで続く、市民目線の総合ジャー

ナリズムです。その表紙絵を第１号から描いたのが谷内六郎（１９２１～８１年）です。本展はその表

紙原画を中心に、公開制作された大作《里の秋》や絵本「海と風船」の原画等、約８０点を展示します。

　谷内の作品は、“心のふるさと”と呼べるような、田舎ののどかな景色や、四季の移ろいを感じさせ

る作品が著名です。しかし、２６年間にわたって描かれた、１, ３００点にのぼる「週刊新潮」の表紙

絵を概観してみると、戦後復興期に変化を遂げる都市の様子や人々の暮らし、時事的な内容に即したも

のも多数あります。

　今回の特別展では、谷内作品を①季節の風物詩、②懐かしの風景、③時代の風１（街・人・暮らし）、

④時代の風２（話題の出来事）、⑤昔遊び、⑥子供の世界の６つのテーマに分けて展示します。

　谷内作品を通して在りし日の“昭和”を感じてみませんか。

会期　９月１６日（土）～１１月５日（日）

時間　午前９時～午後５時（入館は４時３０分まで）

休館日　月曜日〈ただし９月１８日（祝）、１０月９日（祝）は開館し、翌火曜日が休館〉

会場　市立美術館

観覧料　大人５００円、小・中学生１００円

※ 障害のある方 ( 障害者手帳提示 )、市内在住の６５歳以上の方 (免許証・保険証など住所・年齢を確

認できるものを一人ずつ提示。シルバーパス・診察券は不可 )は無料です。

※市内在住の小・中学生は土曜日無料です。
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◇学芸員によるギャラリーガイド

日 時　９月３０日（土）、１０月２９

日（日）　午後２時から（３０分程度）

担当　美術館担当学芸員

定員　先着２０人

費用無料（要観覧料）

直接受付へ

◇ 「海と風船」 読み聞かせ会

　スクリーンに映し出した絵本「海と風船」の画像を見なが

ら、朗読サークルによる読み聞かせを鑑賞します。

日時　１０月２１日（土）　午後１時から（３０分程度）

会場　中央図書館多目的室

出演　図書館朗読サークル「リーダーズあおうめ」

定員　先着５０人　　費用無料　　直接会場へ

◇トーク ・ イベント 「谷内六郎の世界」

　谷内六郎の長女である広美氏に、谷内作品の魅力

と父六郎について語っていただきます。

日 時　１０月２１日（土）　午後２時から（９０分

程度）

会場　中央図書館多目的室

出演　谷内広美氏

聞き手　美術館担当学芸員

定員　６０人（抽選）

費用無料

申 し込み　右図を参照のうえ、１０月７日（必着）

までに、往復ハガキで〒１９８－００８５青梅市

滝ノ上町１３４６－１青梅市立美術館「谷内六郎

展トーク・イベント」参加募集係へ

◇臨時休館のお知らせ

　９月５日（火）～９月１５日（金）は展示替え

のため、臨時休館となります。

▼  上の絵にスマートフォン・タブ
レット端末の画面をかざすとＡＲ
動画が再生。

▼  ＡＲ動画の再生についての詳細は
市ホームページまたは右のＱＲ
コードから。

▼  アプリは無料ですが、ダウンロー
ドに伴う通信料などはかかりま
す。

※ ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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特別展 昭和叙情 ・
心のふるさと


